
 

○ 委員長報告 

 ２月定例本会議で報告された環境保健福祉委員長報告は、以下のとおりです。 
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 報告いたします。 

 当委員会に付託されました議案の審査結果は、お手元に配付されております

委員会審査報告書のとおりでありまして、いずれも原案のとおり可決決定され

ました。 

 以下、審査の過程において論議された主な事項について、その概要を申し上

げます。 

まず第１点は、大規模災害に備えた防災設備の整備についてであります。 

 このことについて一部の委員から、南海トラフ巨大地震の発生も想定し、消

防防災ヘリや防災通信システムの更新等にどう取り組むのかとただしたので

あります。 

 これに対し理事者から、ヘリコプターの更新にあたっては、救出救助活動中

に安全にホバリングできる能力があること、林野火災時に空中消火が可能なこ

と、患者用ストレッチャーの搭載や病院屋上のヘリポートでの離着陸等ができ

ることのほか、被災状況をリアルタイムに把握するためのテレビ電送システム

の更新等について、今年度３回にわたり仕様等検討委員会で検討を重ねてきた

ところであり、これらを踏まえ、今後着実に整備を進めることとしている。 

 また、県、市町、消防本部等を結ぶ防災通信システムは、平成 10 年度以降、

衛星系と地上系の２ルートを維持しているが、老朽化により保守用部品の調達

が困難になっていることなどから、次期システムの導入に向け、多様な情報収

集・伝達手段の確保や映像機能、長期停電対策の強化等に加え、既存設備の活

用等によるコスト軽減をポイントに検討を行っている。 

 来年度、施工箇所の現地調査や市場調査を踏まえた実施設計を行い、平成

27・28 年度の２年間で整備工事を実施後、29 年度から全面運用したい旨の答

弁がありました。 

第２点は、石鎚山系エコツーリズム等の推進についてであります。 

このことについて一部の委員から、石鎚山系のエコツーリズムの取組状況は

どうかとただしたのであります。 

これに対し理事者から、石鎚山系のエコツーリズムの推進は、地元が主役と

なった取組みが重要であることから、地元市町、山岳関係者、観光事業者等で

構成する「石鎚山系エコツーリズム推進協議会」を設立し、道後や本谷温泉な

どの宿泊地とも連携した取組みを進めている。 



 平成 25 年度に実施したモニターツアーには、６コース 136 名の参加があっ

たほか、インターネットを利用した宿泊プランにも 268 名が利用するなど、計

404名の新たな顧客の掘り起こしができた。 

今後は、同協議会と連携し、人材育成のためのエコツアーガイド養成講座を

行うとともに、エコツアー商品の造成やプロモーション活動の強化に向け、旅

行情報誌やマスコミを活用した広報事業を展開するほか、他地域との連携等を

図るため、着地型のパンフレットを作成し、さらなる誘客促進により、エコツ

ーリズムの定着を図っていきたい旨の答弁がありました。 

 第３点は、ナースセンターの支援強化と看護師の確保対策についてでありま

す。 

 このことについて一部の委員から、看護師等支援事業の予算等の状況はどう

か。また、看護師の確保対策等にどう取り組むのかとただしたのであります。 

 これに対し理事者から、看護師等支援事業は、国の地域医療再生基金を財源

とする２事業が今年度で終了することから、減額となっているが、ナースセン

ター事業に関しては、センターの重要性を考慮し、県が独自に約 120 万円を増

額したものである。 

 ナースセンターでは、看護師である相談員を配置し、就業をはじめ、労働条

件、職場環境など幅広い相談に応じており、相談件数は増加している。看護師

の県内定着を図る観点からもセンターの役割は重要であり、今後ともハローワ

ークと連携してセンターの機能強化に努めたい。 

 また、看護師の確保対策については、新人看護師の職場定着のための研修事

業や研修体制が確立されていない中小病院を対象に離職防止支援事業を実施

しているが、潜在看護師の活用を含め、看護師確保のためには、今後もセンタ

ー活動を広報することが重要であり、ホームページ、メルマガの活用やセミナ

ーの実施などにより継続して広報するとともに、看護師養成校での学生への周

知や看護部長会議等での啓発のほか、新たな看護師資格保持者届出制度におい

て離職者等にも紹介していきたい旨の答弁がありました。 

このほか、 

・市町避難対策支援強化事業 

・いじめ問題再調査委員会 

・障害者スポーツ選手の育成・強化 

・認知症地域連携パス 

 ・県立看護専門学校の民間移譲 

などについても、論議があったことを付言いたします。 

 最後に請願について申し上げます。 

 当委員会に付託されました請願３件については、いずれも願意を満たすこと

ができないとして不採択と決定いたしました。 

以上で報告を終わります。 


